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論 文 内 容 の 要 旨 
キバライド帯は、アフリカ中央部において、コンゴ地塊とタンザニア・バンヴェル地塊に挟まれるようにし
て分布している。キバライド帯の存在より、コンゴ地塊とタンザニア・バンヴェル地塊は、中期原生代までは
全く異なる地質史を持つことが予想されているが、その詳細は明らかにされていない。本研究は、コンゴ民主
共和国（中央アフリカ）のミトワバ地域における、キバライド帯の堆積作用、火成・変成作用に注目し、コン
ゴ地塊とタンザニア・バンヴェル地塊の中期原生代における衝突・合体（キバラン変動）のプロセスを明らか
にする目的で行われた｡ 
ミトワバ地域には、二つの変形作用（Ｄ1およびＤ2）を被った火成岩類が分布している。珪長質火成岩（花
崗岩類）はＤ2変形作用の影響を強く受けている。この花崗岩類は高いSi02およびAl2O3含有量によって特徴づ
けられ、沈み込み帯型S‐type花崗岩の性質を示す。この花岡岩類に伴う塩基性火成岩の全岩化学組成も、島
弧もしくは大陸縁辺域における火成活動を示唆する。U‐Pb SIMSおよび表面電離型質量分析計を用いた、珪長
質および塩基性火成岩中のジルコンの年代は、13.8億年を示す。このような年代を示す花崗岩類が、コンゴ南
東部からブルンディ、ルワンダ、ウガンダにかけて約3000Kmにわたり分布し、各地域の花崗岩の成因が類似し
たものであることが明らかとなり 13.8億年前の花崗岩地帯がキバラン変動の結果であることが明らかとなっ
た。キバライド帯においては、13.8億年前の花崗岩を不整合に覆う堆積岩類が認められる。これら堆積岩中に
含まれるジルコンのU‐Pb SIMS年代は32‐13.8億年前といった広い年代幅を示し、23‐17億年前のものが最
も多く認められる。この年代値から、堆積岩の供給源として、13.8億年前の火成岩類のみではなく、タンザニ
ア・バンヴェル地塊の砕屑物が含まれることが明らかとなった。 
以上のような解析結果からアフリカ中央部におけるキバラン変動は，タンザニア・バンヴエル地塊緑辺域に
おける約14億年前の沈み込み作用と、約10億年前のコンゴ地塊とタンザニア・バンヴエル地塊の衝突作用の
二つのプロセスを経験していることが明らかとなった。これまでのキバライド帯は、リフト域において形成さ
れたと考えられていたが、本研究の結論はこれを否定するものとなった。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
キバライド帯は、アフリカ中央部において、コンゴ地塊とタンザニア・バンヴェル地塊に挟まれるようにし
て分布している。キバライド帯の存在より、コンゴ地塊とタンザニア・バンヴェル地塊は、中期原生代までは
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全く異なる地質史を持つことが予想されているが、その詳細は明らかにされていない。本研究は、コンゴ民主
共和国（中央アフリカ）のミトワバ地域における、キバライド帯の堆積作用、火成・変成作用に注目しコンゴ
地塊とタンザニア・バンヴェル地塊の中期原生代における衝突・合体（キバラン変動）のプロセスを明らかに
し、約10億年前のロディニア超大陸の実態を明らかにすることを目的で行われた。調査地域であるミトワバ地
域には、二つの変形作用（Ｄ1およびＤ2）を被った火成岩類が分布している。珪長質火成岩（花崗岩類）はＤ2
変形作用の影響を強く受けている。この花崗岩類は高いSi02およびAl2O3含有量によって特徴づけられ、沈み込
み帯型S‐type花崗岩の性質を示す。この花崗岩類に伴う塩基性火成岩の全岩化学組成も、島弧もしくは大陸
縁辺域における火成活動を示唆する。U‐Pb SIMSおよび表面電離型質量分析計を用いた、珪長質および塩基性
火成岩中のジルコンの年代は、13.8億年を示す。このような年代を示す花崗岩類が、コンゴ南東部からブルン
ディ、ルワンダ、ウガンダにかけて約3000kmにわたり分布し各地域の花崗岩の成因が類似したものであること
が明らかとなり、13.8億年前の花崗岩地帯がキバラン変動の結果であることが明らかとなった。これらの解析
結果から、アフリカ中央部におけるキバラン変動は、タンザニア・バンヴェル地塊縁辺域における約14億年前
の沈み込み作用と、約10億年前のコンゴ地塊とタンザニア・バンヴェル地塊の衝突作用の二つのプロセスを経
験していることが明らかとなった。これまでのキバライド帯は、リフト域において形成されたと考えられてい
たが、本研究の結論はこれを否定するものとなった。 
以上の結果は、ロディニア超大陸の再構築に関して非常に重要なものであり、世界的にも注目される結果と
なった点で、博士（理学）の学位を授与するのにふさわしいものであると審査した。 
